










要旨：1995 年 1 月～1996 年 1 2 月の 2 年間の川崎病患者を対象に全国調査を実施した結

果、12,531 人の患者が報告された。性、年齢別罹患率は男女とも 0 歳半ぱから後半にピ

ークを示す一峰性のカーブであった。0-4 歳人口 10 万対罹患率は、1995 年が 102.6、1996

年は 108.0 であった。1996 年には近畿から中国、四国地方にかけて局地的な流行がみら

れた。同胞例、再発例、心後遺症例の出現頻度は、それぞれ 0.9%、3.3%、12.1%であった。

死亡例は 0.08%を占めていた。心後遺症の内容では、冠動脈の拡大 8.2%、瘤 3.O%、巨大

瘤 0.8%、弁膜病変 0.4%、狭窄 0.1%、心筋梗塞0.1%であった。


